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の代りに戻η行程の時にシェービ
ング（shaving）する装置のあるもの

もある．このような意岡が大規換に

箕現されたものカ：トランス7アー・

マシンでシリンダー・プロ・．・クやギ

ァ・ボ・ttクス等の量産に廣（用いら

れている．一蓮の長い機械群の一・端

から晶物を挿人すれば，多種多様な

加工が自動的に行われて他端からで

てくる仕組である．機械の作業欺況

は電氣的に表示され，わずか3人位

の作業員で取扱わtLている．アメリ

カには！のような特殊專ld「1機械「∂メ

ーカーがたくさんあり，まことにう

らやましいことである．

　特殊な工作法

　アメtlカの自動車は材料も優良均
一であi昌　JJ；1工も高楕度・つらのであ

るが，品質向上のためには更に特殊

な工作法が工夫さSLている．

　垂遜速機は・Lンジンに7ラ”ホイー

ル・ハウジング　介して取tl’けられ

る．この三者の軸心の一致，取付画
のフド行as　f）如t；iiによつては高速歯車

が胆：tllしたり，かみ合・騒晋がで｛る．

多くの一ンジンメーカーは：tラ．1ホ

イール・ハウジングをケランク軸を

組付け7ニクランクケースに塩付けて

クランクit　・D後端に装着した匁物で

愛速機剛∂fi「と合トせイLをfr：．Lげる．

阜輪のプレー相・’ラムの内f鷹はハブ

と共締にしてハブのベアリング孔を

心にして仕．．L削eをする．　Xプし一

キ・ライ；yクの画は車軸紅立の時

に車軸を心にして特殊な手持研磨機

で仕一Lげるので，ドラv・とライ・＝ン

グは偏心することなく，かツプレー

キ間際毛極くせまくできるからブレ
ーキf，：」卜’i「郵こよくきくのである．

　攣速や｝瀦li堵｝爵車はシ．t一ビング加1

工で歯切けの箭度を大いに補つて1．・

るが，近時は磁而を太鼓型にするク

ラウ4ング法が廣く併用こわて，歯

車の1ら脅度の誤準や熱塵理の狂いや

荷重による轡藺のかみ合．騒替を排除

している（第3圓）．ウォ＿ム歯車で

もこれに類似の方法が川いられてお

り，ウォ．一ム蜘可の常りや襲熱の改
善レこ大辱、Pこ｛～と寸二つ一ごV、るものと，思t⊃

ホ」る・　7・！eイラル・べべIL陶車のカ・

み合試験や焼入後のラヅヒングが．一

っ・・一っ人念に行わ4．していることはII「

すまでもない．

　負荷の大きいスパfラ．rいベベル・

ピaオン軸や後市内勧等は焼人ブレ
スにかけて焼入江をやり，冷間のFll

Uなおし・｝こよる材’f：Fの損傷を防止．，

ている．

　猫立懸架装㍑のコイルばねは棒材

を心なし研磨盤で一皮なく．後車軸

でも外部を研磨して材料の・1』法を一

定に保ち，疵の右無をしらべる．

　このような〃法は品質の向f”ばXa・．

りでなく・結局」．ま加」二や組fJ’費の節

減にも役立っ場合が非常に多いと思
う．

　鼎腐理装置の叢逮

　優良均一な製晶を維持することは

熱庭理の良否にかかつているとビつ

ても過言ではない・高い規格の鐵鋼

愛噴く使用する肖動車では特にそう

である・アメLlカの熱腱理關係0装
蹴の進歩は實にすばらしいものがゐ
る，　クランク軸や耳‘翻馳類のメく．圧多」）哩、

のから，蓮結棒やビン類の’」・物にい

たるまで搬途から鯉の開閉，冷却槽

への出し人れ等白動式M．thieeで整然

と行われる・周間は清潔であリ闘作

業員は装置愈看税する程度の小へ数
であ；；，・從つて熱麩理装置は機械1二

場内に没けることがで琶るので，工
場管珊野二もイボ利一C’ある．　アメリカで

は肌焼鋼の同形滲炭法はみられた
い．すべてガス媚，．i…．二してフπパ

ンガスによ「ノて滲炭しPかつ一・次焼

人S，LですまLていう．品物を滲炭祷
につめる手激もなく，＿に程も時」［ij哩、

短D隔　く　Aう’一ノし
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落しの必要もない．更に利顯とする

ところは歪の少ないことである

　　　　　（口絡3頁5｝間参照）．

　スケール落しや鋳物の砂落しには

シヨ・・iトXはグリット・7「ラXトで『

なLt才しる．　サンドtプラZトはほと

んど使用されない．仕上りt；非営に

きれいで，所要噸司もサンド・プラ

ストの揚介か敷分の一である上に，

シヨ・㌔・トの場合には琴ミ形材5量度力ζ

20％前後向．Lする利鮎がある．

　取入れ核盗がない

　高精度の工作機械，言台具工具の完

揃，i’1動装置の獲達，更に二れ等の

完杢な智理によつて，製品はriら良

質均一一なもOとなる．しかも彼等は

最後の黙瞼を入念にする．例えばシ

リンダーやキア・ボヅクλのような

鋳物では麦画やフランジ部にガソリ

ンを塗つ一C，｝「1麺の加1i『εは獲見で

きぬひびや鎗巣のff無宮槍査する，

ク7ンク軸諜鰭洩しt：““材t動1㌃塘モ

衡武籔して打ち．ヒリの良否を瓢検す

るととも｝こ雨女尚にセンターもみを．ダ

る．　このよラにし’c；il荷ダる力畠ら，

需要者は受取i」槍査をせずに安心L

て，ただちに加工に斤手することが
でt：る．

　氣化器や配電器等の燃料や電氣系

統の諸装趾から，計器類等すべてこ

のように充分貼検されて，規格に合
賂した亀のが納Jvされるので，　s・ン

ジン・メーカーは二れ等をただちに

エンジン乍雌に収f・rけて性能試験を

することなしで出荷できる．鐡鋼や

その他のliκ材料にしてt，その商標

が信用されて受Jliり槍査なしでただ
ちに使川さ才しる．

　1［本の製贔が一1Hも早くこの域に

到達するよう，われわれtンジ＝ア
の奮lt」をうながしてやまぬ次第であ

る．

節3闘　歯・：にjtt／ウニ　　tl　r．6拳、置をそはλナ；

　　　　　2i歯．　ILtv．1．二．エーピ㍗〃．f

寸　　暇　　寸　　感

　文部省直・陪並びに國立大写鮒蜀研究所長會議の調査委

呉會編集による“研究業績嬰覧”がはじめて刊行さ、SL・

た，岱末には　‘‘現fTl行わ才Lている研究，冒む調査されて

いる・記途内容はa．．；1な研究者橘b．研究に要し：Pr．1卜

「lc．σF．究占大要d．内タト；二およぼした影響の】1画になつ

て．，、る．第1翼を開くと緯1葉観測所の“Z頃の装見”が｝

あ／）t　」～」vc1）sわysillλの公式，う・与」／；　7；　．V　CJSλL－

ys／i［1λ二Zの公式に改められた綿祉が環帳深・1．1　／）　・，tL－．：

弘序、i’に：ると「これは研究所相互閲り自己翻frであ

1｝，廣く一般1阯會に瑚する白己紹ずrreある．そうして一

般lli－1二會か「．批甥と鞭i，毛と援助とを期1芋．1しようとするの

だから，廣く1吐命Zノ識者：二1贋まれたいら’つである．
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